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総総
務務
大大
臣臣
・・
地地
方方
六六
団団
体体
会会
合合
がが
開開
催催

総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合

が
６
月
１６
日
、
総
務
省
で
開
催
さ

れ
た
。
本
会
か
ら
は
佐
藤
祐
文
・

会
長
（
横
浜
市
議
会
議
長
）
が
出

席
し
、
高
市
早
苗
・
総
務
大
臣
、

二
之
湯
智
・
総
務
副
大
臣
、
西
銘

恒
三
郎
・
同
、
武
藤
容
治
・
総
務

大
臣
政
務
官
、
あ
か
ま
二
郎
・
同
、

長
谷
川
岳
・
同
と
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

は
じ
め
に
、
高
市
大
臣
か
ら

「
財
政
健
全
化
計
画
、
骨
太
の
方

針
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
、
忌

憚
の
な
い
意
見
を
賜
り
た
い
」
な

ど
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
地
方
六
団
体
を
代
表

し
、
山
田
啓
二
・
全
国
知
事
会
会

長
（
京
都
府
知
事
）
か
ら
「
地
方

創
生
の
た
め
、
各
地
域
で
ビ
ジ
ョ

ン
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
盛

り
上
が
っ
て
き
て
い
る
状
況
の
中
、

ど
う
作
り
上
げ
て
い
く
か
が
、
国

と
地
方
、
ま
た
日
本
に
と
っ
て
も

一
番
大
き
な
課
題
で
は
な
い
か
」

な
ど
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
総
務
省
か
ら
「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２

０
１
５
（
仮
称
）
」
骨
子
案
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
佐
藤

会
長
か
ら
は
�
一
般
財
源
総
額
の

確
保
�
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
事
業
費
の
安
定
的
確
保
�
提
案

募
集
方
式
に
つ
い
て
、
地
方
か
ら

の
提
案
事
項
の
実
現
�
東
日
本
大

震
災
の
復
興
に
向
け
て
の
き
め
細

か
な
支
援
―
な
ど
を
要
望
し
た
。

最
後
に
、
高
市
大
臣
か
ら
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費

に
つ
い
て
は
、
２８
年
度
以
降
、
少

な
く
と
も
総
合
戦
略
期
間
の
５
年

間
は
１
兆
円
規
模
を
確
保
し
た

い
」
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

第第
１１
９９
９９
回回
理理
事事
会会
をを
開開
催催

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

佐
藤
祐
文
・
横
浜
市
議
会
議
長
）

は
６
月
１６
日
、
全
国
都
市
会
館
で

第
１
９
９
回
理
事
会
を
開
催
し
、

翌
１７
日
に
開
催
す
る
第
９１
回
定
期

総
会
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

は
じ
め
に
、
佐
藤
会
長
が
挨
拶

（
下
掲
）
し
、
続
い
て
、
二
之
湯
智

・
顧
問
（
総
務
副
大
臣
・
参
議
院

議
員
）
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
�
第
９１
回
定
期
総

会
の
運
営
�
第
９１
回
定
期
総
会
会

長
提
出
議
案
�
全
国
市
議
会
議
長

会
事
務
局
規
程
の
一
部
改
正
�
全

国
市
議
会
議
長
会
職
員
給
与
規
程

の
一
部
改
正
�
顧
問
・
相
談
役
の

委
嘱
に
関
す
る
申
合
せ
―
に
つ
い

て
審
議
し
、
�
�
に
つ
い
て
了
承
。

�
�
�
に
つ
い
て
は
原
案
の
通
り

決
定
し
た
。

※
佐
藤
会
長
挨
拶
（
抜
粋
）

本
会
は
、
こ
れ
ま
で
「
地
方
創
生
の

推
進
」
「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
」

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復

興
」
な
ど
を
中
心
と
し
て
積
極
的
に
要

望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
、

地
方
税
制
論
議
へ
の
的
確
な
対
応
、
地

方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
一
般

財
源
総
額
の
確
保
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
予
算
に
つ

い
て
、
一
致
結
束
し
て
要
請
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

地
方
議
会
の
権
能
強
化
に
つ
い
て
は
、

２５
年
６
月
に
設
置
し
た
「
議
会
の
あ
り

方
研
究
会
」
に
お
い
て
、
１２
回
に
わ
た

る
会
議
や
実
態
調
査
、
現
地
視
察
な
ど

を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
成
果
と
し
て

「
地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
議
事
機
関

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
議
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
と
す
る
報
告
・
提
言
を

取
り
ま
と
め
た
。
今
後
の
議
会
活
動
の

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

【
２
面
ヘ
続
く
】

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1944号６月２５日平成27年
（2015年）

地方六団体代表

総務省政務三役

佐藤会長

挨
拶
す
る
二
之
湯
顧
問

挨拶する高市大臣

挨
拶
す
る
佐
藤
会
長

（１） 平成２７年６月２５日 第１９４４号
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会
長
提
出
議
案
は
�
地
方
創
生

の
推
進
に
関
す
る
決
議
（
案
）
�

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
に
関
す

る
決
議
（
案
）
�
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
決

議
（
案
）
�
全
国
市
議
会
議
長
会

会
則
の
一
部
改
正
（
案
）
―
の
４

件
。�

地
方
創
生
の
推
進
に
関
す
る

決
議
（
案
）
は
、
前
文
で
「
地
方

創
生
の
大
き
な
潮
流
を
創
り
出
す

た
め
に
も
」
と
し
、
�
地
方
財
政

計
画
に
お
け
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
費
」
を
将
来
に

わ
た
り
１
兆
円
を
上
回
る
額
を
確

保
す
る
こ
と
�
２８
年
度
当
初
予
算

で
新
型
交
付
金
を
創
設
し
、
２６
年

度
補
正
予
算
の
「
地
方
創
生
先
行

型
交
付
金
」
を
上
回
る
額
を
確
保

す
る
こ
と
�
地
方
議
会
の
権
能
強

化
に
努
め
る
こ
と
―
を
強
く
要
望

し
て
い
る
。

�
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
に

関
す
る
決
議
（
案
）
は
、
前
文
で

「
地
方
財
政
は
２７
年
度
に
お
い
て

７
兆
８
０
０
０
億
円
も
の
財
源
不

足
が
生
じ
て
い
る
」
と
し
、
�
地

財
対
策
に
つ
い
て
▽
地
方
税
・
地

方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
を

充
実
確
保
す
る
こ
と
▽
必
要
な
歳

出
を
別
枠
で
地
財
計
画
に
計
上
す

る
こ
と
▽
財
源
不
足
が
生
じ
た
と

き
は
地
方
交
付
税
の
法
定
率
の
引

き
上
げ
で
対
応
す
る
こ
と
、
�
税

制
改
正
に
つ
い
て
▽
今
後
も
地
方

税
制
の
拡
充
強
化
に
努
め
る
こ
と

▽
法
人
実
効
税
率
の
見
直
し
に
当

た
っ
て
は
地
方
財
政
に
影
響
を
与

え
な
い
こ
と
▽
固
定
資
産
税
は
現

行
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
な
ど
―

を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

�
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧

・
復
興
に
関
す
る
決
議
（
案
）
は
、

東
北
部
会
か
ら
提
出
さ
れ
定
期
総

会
に
上
程
さ
れ
る
議
案
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興

に
つ
い
て
」
及
び
「
原
子
力
発
電

所
事
故
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い

て
」
を
要
約
し
、
前
者
を
８
項
目
、

後
者
を
９
項
目
に
ま
と
め
た
も
の
。

全
て
の
国
民
が
念
願
す
る
被
災
地

全
体
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

の
実
現
に
向
け
、
国
の
総
力
を
結

集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
万

全
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要

望
し
て
い
る
。

�
全
国
市
議
会
議
長
会
会
則
の

一
部
改
正
（
案
）
は
、
既
に
、
２６

年
１１
月
５
日
開
催
の
第
９７
回
評
議

員
会
で
定
期
総
会
に
諮
る
こ
と
を

了
承
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
会
長
提
出
議
案
の
う
ち

�
�
�
に
つ
い
て
は
、
定
期
総
会

で
決
定
し
た
後
、
掲
載
す
る
（
次

号
を
予
定
）
。

そ
の
他
で
は
、
事
務
局
か
ら
�

議
会
の
あ
り
方
研
究
会
が
「
地
方

分
権
時
代
に
お
け
る
議
事
機
関
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
議
会
の
あ

り
方
に
つ
い
て
（
報
告
・
提
言
）
」

を
取
り
ま
と
め
た
�
全
国
市
議
会

議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
福

島
を
１１
月
１８
日
・
１９
日
に
福
島
市

の
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

す
る
―
こ
と
を
報
告
し
た
。

【
１
面
か
ら
続
く
】

第第
１１８８
回回
専専
門門
小小
委委
がが
開開
催催

第
３１
次
地
方
制
度
調
査
会
第
１８

回
専
門
小
委
員
会
（
委
員
長
�
長

谷
部
恭
男
・
早
稲
田
大
学
教
授
）

は
６
月
１２
日
、
総
務
省
で
開
催
し

た
。会

議
で
は
「
人
口
減
少
社
会
に

的
確
に
対
応
す
る
三
大
都
市
圏
及

び
地
方
圏
の
地
方
行
政
体
制
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
、

審
議
し
た
。

は
じ
め
に
、
事
務
局
か
ら
資
料

「
総
括
的
な
論
点
整
理
（
案
）
（
審

議
事
項
�
『
人
口
減
少
社
会
に
的

確
に
対
応
す
る
三
大
都
市
圏
及
び

地
方
圏
の
地
方
行
政
体
制
の
あ
り

方
』
関
係
）
」
に
つ
い
て
、
前
回

か
ら
の
修
正
部
分
を
説
明
。
あ
わ

せ
て
、
参
考
資
料
「
総
括
的
な
論

点
整
理
関
連
資
料
」
を
説
明
し
た
。

審
議
で
は
、
委
員
か
ら
「
連
携

中
心
都
市
圏
等
の
取
り
組
み
を
進

め
る
に
当
た
っ
て
、
議
員
が
前
面

に
出
て
活
躍
し
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
例
え
ば
、
圏
域
内
の
議

会
に
、
連
携
中
枢
推
進
委
員
会
と

い
う
常
任
委
員
会
を
設
置
し
て
、

地
域
の
課
題
や
、
連
携
の
進
め
方

な
ど
に
つ
い
て
、
共
同
で
審
議
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
発
言
も
あ
っ
た
。

次
回
小
委
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

議
論
を
踏
ま
え
、
現
時
点
に
お
け

る
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
る
。

▼
議
長

▽
さ
い
た
ま

桶
本
大
輔
（
５
・
１
）

▽
朝
倉

浅
尾
静
二
（
５
・
１
）

▽
西
都

井
上

司
（
５
・
１
）

▽
桜
井

藤
井
孝
博
（
５
・
７
）

▽
杵
築

河
野
正
治
（
５
・
７
）

▽
砂
川

飯
澤
明
彦
（
５
・
８
）

▽
鶴
ヶ
島

齊
藤
芳
久
（
５
・
８
）

▽
土
岐

西
尾
�
久
（
５
・
８
）

▽
山
県

上
野
欣
也
（
５
・
８
）

▽
大
野
城

田
中
健
一
（
５
・
８
）

▽
阿
久
根

木
下
孝
行
（
５
・
８
）

▽
駒
ヶ
根

菅
沼
孝
夫
（
５
・
１１
）

▽
大
町

二
條
孝
夫
（
５
・
１１
）

▽
白
岡

藤
井
栄
一
郎
（
５
・
１１
）

▽
大
府

深
谷
直
史
（
５
・
１１
）

▽
高
山

中
田
清
介
（
５
・
１１
）

▽
宿
毛

岡
�
利
久
（
５
・
１１
）

▽
宇
佐

中
島
孝
行
（
５
・
１１
）

▽
小
千
谷

久
保
田
久
栄
（
５
・
１２
）

▽
珠
洲

大
兼
政
忠
男
（
５
・
１２
）

▽
飯
田

木
下
克
志
（
５
・
１２
）

▽
諏
訪

宮
下
和
昭
（
５
・
１２
）

▽
藤
沢

佐
藤
春
雄
（
５
・
１２
）

▽
み
ど
り

伊
藤
正
雄
（
５
・
１２
）

▽
熊
谷

富
岡
信
吾
（
５
・
１２
）

▽
東
松
山

堀
越
博
文
（
５
・
１２
）

▽
狭
山

磯
野
和
夫
（
５
・
１２
）

▽
羽
島

糟
谷
玲
子
（
５
・
１２
）

▽
美
濃

太
田
照
彦
（
５
・
１２
）

▽
大
東

中
河

昭
（
５
・
１２
）

▽
福
知
山

田
中
法
男
（
５
・
１２
）

▽
小
野

前
田
光
教
（
５
・
１２
）

▽
大
和
高
田

西
村
元
秀
（
５
・
１２
）

▽
三
原

梅
本
秀
明
（
５
・
１２
）

▽
大
川

古
賀
龍
彦
（
５
・
１２
）

▽
合
志

吉
永
健
司
（
５
・
１２
）

▽
津
久
見

黒
田
浩
之
（
５
・
１２
）

▽
砺
波

村
岡
修
一
（
５
・
１３
）

▽
輪
島

森

正
樹
（
５
・
１３
）

▽
茅
野

小
松
一
平
（
５
・
１３
）

▽
三
鷹

後
藤
貴
光
（
５
・
１３
）

▽
多
摩

萩
原
重
治
（
５
・
１３
）

▽
綾
瀬

青
�

愼
（
５
・
１３
）

▽
鹿
嶋

池
田
芳
範
（
５
・
１３
）

▽
真
岡

海
老
原
宏
至
（
５
・
１３
）

▽
日
高

山
田
一
繁
（
５
・
１３
）

▽
千
葉

向
後
保
雄
（
５
・
１３
）

▽
藤
枝

植
田
裕
明
（
５
・
１３
）

▽
宝
	

石
倉
加
代
子
（
５
・
１３
）

▽
松
江

山
本
勝
太
郎
（
５
・
１３
）

▽
井
原

上
野
安
是
（
５
・
１３
）

▽
東
広
島

山
下

守
（
５
・
１３
）

▽
田
川

梅
林

史
（
５
・
１３
）

▽
長
崎

毎
熊
政
直
（
５
・
１３
）

▽
熊
本

満
永
寿
博
（
５
・
１３
）

▽
水
俣

福
田

斉
（
５
・
１３
）

▽
別
府

堀
本
博
行
（
５
・
１３
）

▽
稚
内

中
井
淳
之
助
（
５
・
１４
）

▽
歌
志
内

川
野
敏
夫
（
５
・
１４
）

▽
喜
多
方

渡
部
孝
雄
（
５
・
１４
）

▽
稲
城

原
島

茂
（
５
・
１４
）

▽
伊
勢
原

越
水

清
（
５
・
１４
）

▽
結
城

中
田
松
雄
（
５
・
１４
）

▽
常
総

風
野
芳
之
（
５
・
１４
）

▽
富
岡

堀
越
英
雄
（
５
・
１４
）

▽
行
田

平
社
輝
男
（
５
・
１４
）

▽
鴻
巣

田
中
克
美
（
５
・
１４
）

▽
館
山

榎
本
祐
三
（
５
・
１４
）

▽
山
武

宍
倉
弘
康
（
５
・
１４
）

▽
名
古
屋藤

沢
た
だ
ま
さ
（
５
・
１４
）

▽
瀬
戸

山
田
治
義
（
５
・
１４
）

▽
半
田

渡
辺
昭
司
（
５
・
１４
）

▽
津
島

本
田
雅
英
（
５
・
１４
）

▽
蒲
郡

新
実
祥
悟
（
５
・
１４
）

【
３
面
ヘ
続
く
】

議議
会会
人人
事事
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【
２
面
か
ら
続
く
】

▽
江
南

古
池
勝
英
（
５
・
１４
）

▽
北
名
古
屋

長
瀬
悟
康
（
５
・
１４
）

▽
鈴
鹿

大
杉
吉
包
（
５
・
１４
）

▽
木
津
川

倉

克
伊
（
５
・
１４
）

▽
近
江
八
幡

園
田
新
一
（
５
・
１４
）

▽
大
和
郡
山

遊
田
直
秋
（
５
・
１４
）

▽
橋
本

中
本
正
人
（
５
・
１４
）

▽
岡
山

宮
武

博
（
５
・
１４
）

▽
久
留
米

別
府
好
幸
（
５
・
１４
）

▽
苫
小
牧

池
田
謙
次
（
５
・
１５
）

▽
赤
平

北
市

勲
（
５
・
１５
）

▽
伊
達
（
北
海
道
）

吉
村
俊
幸
（
５
・
１５
）

▽
金
沢

福
田
太
郎
（
５
・
１５
）

▽
福
生

末
次
和
夫
（
５
・
１５
）

▽
武
蔵
村
山

高
山
晃
一
（
５
・
１５
）

▽
小
田
原

武
松

忠
（
５
・
１５
）

▽
南
足
柄

渡
辺
円
一
（
５
・
１５
）

▽
川
越

吉
田
光
雄
（
５
・
１５
）

▽
羽
生

松
本
敏
夫
（
５
・
１５
）

▽
銚
子

石
上
允
康
（
５
・
１５
）

▽
印
西

小
川
義
人
（
５
・
１５
）

▽
浜
松

鈴
木
育
男
（
５
・
１５
）

▽
三
島

松
田
吉
嗣
（
５
・
１５
）

▽
富
士
宮

村
瀬

旬
（
５
・
１５
）

▽
磐
田

加
藤
治
吉
（
５
・
１５
）

▽
掛
川

竹
嶋
善
彦
（
５
・
１５
）

▽
豊
橋

古
関
充
宏
（
５
・
１５
）

▽
春
日
井

水
谷
忠
成
（
５
・
１５
）

▽
碧
南

鍔
本
達
朗
（
５
・
１５
）

▽
豊
田

神
谷
和
利
（
５
・
１５
）

▽
豊
明

月
岡
修
一
（
５
・
１５
）

▽
あ
ま

藤
井
定
彦
（
５
・
１５
）

▽
鳥
羽

浜
口
一
利
（
５
・
１５
）

▽
中
津
川

深
谷
明
宏
（
５
・
１５
）

▽
泉
大
津

貫
野
幸
治
郎
（
５
・
１５
）

▽
富
田
林

奥
田
良
久
（
５
・
１５
）

▽
京
田
辺

松
村
博
司
（
５
・
１５
）

▽
大
津

津
田
新
三
（
５
・
１５
）

▽
明
石

絹
川
和
之
（
５
・
１５
）

▽
た
つ
の

今
川

明
（
５
・
１５
）

▽
三
木

加
岳
井
茂
（
５
・
１５
）

▽
高
松

岡
下
勝
彦
（
５
・
１５
）

▽
新
居
浜

藤
田
豊
治
（
５
・
１５
）

▽
札
幌

鈴
木
健
雄
（
５
・
１８
）

▽
帯
広

小
森
唯
永
（
５
・
１８
）

▽
松
本

犬
飼
信
雄
（
５
・
１８
）

▽
岡
谷

竹
村
安
弘
（
５
・
１８
）

▽
台
東

太
田
雅
久
（
５
・
１８
）

▽
世
田
谷上

島
よ
し
も
り
（
５
・
１８
）

▽
杉
並

は
な
し
俊
郎
（
５
・
１８
）

▽
日
立

岡
部
光
雄
（
５
・
１８
）

▽
牛
久

市
川
圭
一
（
５
・
１８
）

▽
高
崎

石
川

徹
（
５
・
１８
）

▽
太
田

大
川
陽
一
（
５
・
１８
）

▽
深
谷

松
本
政
義
（
５
・
１８
）

▽
和
光

齊
藤
克
己
（
５
・
１８
）

▽
北
本

三
宮
幸
雄
（
５
・
１８
）

▽
市
川

中
山
幸
紀
（
５
・
１８
）

▽
習
志
野

木
村
孝
浩
（
５
・
１８
）

▽
勝
浦

寺
尾
重
雄
（
５
・
１８
）

▽
鎌
ケ
谷

原

八
郎
（
５
・
１８
）

▽
浦
安

深
作

勇
（
５
・
１８
）

▽
熱
海

杉
山
利
勝
（
５
・
１８
）

▽
袋
井

�
木
清
隆
（
５
・
１８
）

▽
尾
張
旭

若
杉
た
か
し
（
５
・
１８
）

▽
高
浜

幸
前
信
雄
（
５
・
１８
）

▽
日
進

近
藤
ひ
ろ
き
（
５
・
１８
）

▽
四
日
市

加
納
康
樹
（
５
・
１８
）

▽
熊
野

樋
口
雄
史
（
５
・
１８
）

▽
池
田

川
西
二
郎
（
５
・
１８
）

▽
寝
屋
川

松
本
順
一
（
５
・
１８
）

▽
高
石

佐
藤
一
夫
（
５
・
１８
）

▽
大
阪
狭
山

丸
山
高
廣
（
５
・
１８
）

▽
京
都

津
田
大
三
（
５
・
１８
）

▽
姫
路

松
葉
正
晴
（
５
・
１８
）

▽
相
生

吉
田
政
男
（
５
・
１８
）

▽
玉
野

広
畑
耕
一
（
５
・
１８
）

▽
広
島

永
田
雅
紀
（
５
・
１８
）

▽
徳
島

宮
内
春
雄
（
５
・
１８
）

▽
坂
出

前
川
昌
也
（
５
・
１８
）

▽
伊
予

正
岡
千
博
（
５
・
１８
）

▽
飯
塚

鯉
川
信
二
（
５
・
１８
）

▽
佐
世
保

市
岡
博
道
（
５
・
１８
）

▽
日
田

嶋
�
健
二
（
５
・
１８
）

▽
小
林

淵
上
貞
継
（
５
・
１８
）

▽
江
別

三
角
芳
明
（
５
・
１９
）

▽
恵
庭

伊
藤
雅
暢
（
５
・
１９
）

▽
八
戸

吉
田
淳
一
（
５
・
１９
）

▽
黒
石

北
山
一
衛
（
５
・
１９
）

▽
山
形

石
澤
秀
夫
（
５
・
１９
）

▽
米
沢

海
老
名
悟
（
５
・
１９
）

▽
寒
河
江

國
井
輝
明
（
５
・
１９
）

▽
長
井

渋
谷
佐
輔
（
５
・
１９
）

▽
新
潟

高
橋
三
義
（
５
・
１９
）

▽
糸
魚
川

倉
又

稔
（
５
・
１９
）

▽
八
王
子

福
安

徹
（
５
・
１９
）

▽
青
梅

山
本
佳
昭
（
５
・
１９
）

▽
昭
島

杉
本
英
二
（
５
・
１９
）

▽
国
立

石
塚
陽
一
（
５
・
１９
）

▽
狛
江

小
川
克
美
（
５
・
１９
）

▽
東
久
留
米

細
谷
祥
子
（
５
・
１９
）

▽
羽
村

石
居
尚
郎
（
５
・
１９
）

▽
相
模
原

阿
部
善
博
（
５
・
１９
）

▽
平
塚

府
川
正
明
（
５
・
１９
）

▽
都
留

国
田
正
己
（
５
・
１９
）

▽
古
河

佐
藤

泉
（
５
・
１９
）

▽
石
岡

塚
谷
重
市
（
５
・
１９
）

▽
龍
ケ
崎

寺
田
寿
夫
（
５
・
１９
）

▽
筑
西

箱
守
茂
樹
（
５
・
１９
）

▽
小
山

関

良
平
（
５
・
１９
）

▽
矢
板

中
村
久
信
（
５
・
１９
）

▽
桐
生

森
山
享
大
（
５
・
１９
）

▽
伊
勢
崎

野
田
文
雄
（
５
・
１９
）

▽
藤
岡

青
木
貴
俊
（
５
・
１９
）

▽
安
中

吉
岡
完
司
（
５
・
１９
）

▽
川
口

稲
川
和
成
（
５
・
１９
）

▽
所
沢

桑
畠
健
也
（
５
・
１９
）

▽
蓮
田

山
口
浩
治
（
５
・
１９
）

▽
幸
手

手
島
幸
成
（
５
・
１９
）

▽
ふ
じ
み
野

小
高
時
男
（
５
・
１９
）

▽
富
士

影
山
正
直
（
５
・
１９
）

▽
岸
和
田

鳥
居
宏
次
（
５
・
１９
）

▽
貝
�

北
尾

修
（
５
・
１９
）

▽
枚
方

大
森
由
紀
子
（
５
・
１９
）

▽
八
尾

村
松
広
昭
（
５
・
１９
）

▽
四
條
畷

瓜
生
照
代
（
５
・
１９
）

▽
宇
治

石
田
正
博
（
５
・
１９
）

▽
伊
丹

相
崎
佐
和
子
（
５
・
１９
）

▽
新
宮

榎
本
鉄
也
（
５
・
１９
）

▽
福
岡

お
ば
た
久
弥
（
５
・
１９
）

▽
大
牟
田

境

公
司
（
５
・
１９
）

▽
古
賀

結
城
弘
明
（
５
・
１９
）

▽
伊
万
里

盛

泰
子
（
５
・
１９
）

▽
人
吉

田
中

哲
（
５
・
１９
）

▽
宮
崎

串
間

修
（
５
・
１９
）

▽
延
岡

上
田
美
利
（
５
・
１９
）

▽
日
南

安
竹

博
（
５
・
１９
）

▽
弘
前

下
山
文
雄
（
５
・
２０
）

▽
大
館

仲
沢
誠
也
（
５
・
２０
）

▽
新
庄

清
水
清
秋
（
５
・
２０
）

▽
武
蔵
野

深
沢
達
也
（
５
・
２０
）

▽
渋
谷

木
村
正
義
（
５
・
２０
）

▽
甲
府

池
谷
陸
雄
（
５
・
２０
）

▽
足
利

黒
川
貫
男
（
５
・
２０
）

▽
船
橋

中
村
静
雄
（
５
・
２０
）

▽
富
里

櫻
井
優
好
（
５
・
２０
）

▽
豊
中

中
島
紳
一
（
５
・
２０
）

▽
門
真

春
田
清
子
（
５
・
２０
）

▽
城
陽

相
原
佳
代
子
（
５
・
２０
）

▽
八
幡

横
須
賀
昭
男
（
５
・
２０
）

▽
彦
根

西
川
正
義
（
５
・
２０
）

▽
尾
道

�
本
訓
司
（
５
・
２０
）

▽
呉

石
�
元
成
（
５
・
２０
）

▽
宇
部

重
枝
尚
治
（
５
・
２０
）

▽
荒
尾

小
田
龍
雄
（
５
・
２０
）

▽
函
館

佐
古
一
夫
（
５
・
２１
）

▽
上
山

坂
本
幸
一
（
５
・
２１
）

▽
長
岡

関

正
史
（
５
・
２１
）

▽
清
瀬

渋
谷
の
ぶ
ゆ
き
（
５
・
２１
）

▽
富
士
吉
田

戸
田

元
（
５
・
２１
）

▽
越
谷

橋
詰
昌
児
（
５
・
２１
）

▽
沼
津

浅
原
和
美
（
５
・
２１
）

▽
堺

水
ノ
上
成
彰
（
５
・
２１
）

▽
秋
田

渡
辺
正
宏
（
５
・
２２
）

▽
柏
崎

斎
木
裕
司
（
５
・
２２
）

▽
小
平

宮
寺
賢
一
（
５
・
２２
）

▽
国
分
寺

須
�

宏
（
５
・
２２
）

▽
新
宿

下
村
治
生
（
５
・
２２
）

▽
目
黒

田
島
け
ん
じ
（
５
・
２２
）

▽
大
田
（
東
京
）

松
原
茂
登
樹
（
５
・
２２
）

▽
中
野
（
東
京
）

北
原
と
も
あ
き
（
５
・
２２
）

▽
板
橋

杉
田
ひ
ろ
し
（
５
・
２２
）

▽
岐
阜

竹
市

勲
（
５
・
２２
）

▽
大
阪

東

貴
之
（
５
・
２２
）

▽
宍
粟

秋
田
裕
三
（
５
・
２２
）

▽
江
東

山
本
香
代
子
（
５
・
２５
）

▽
豊
島

村
上
宇
一
（
５
・
２５
）

▽
川
崎

石
田
康
博
（
５
・
２５
）

▽
加
須

福
島
正
夫
（
５
・
２５
）

▽
藤
井
寺

山
本
忠
司
（
５
・
２５
）

▽
筑
紫
野

赤
司
泰
一
（
５
・
２５
）

▽
加
茂

山
田
義
栄
（
５
・
２６
）

▽
福
井

堀
江
廣
海
（
５
・
２６
）

▽
千
代
田

戸
張
孝
次
郎
（
５
・
２６
）

▽
中
央
（
東
京
）

鈴
木
久
雄
（
５
・
２６
）

▽
港

う
か
い
雅
彦
（
５
・
２６
）

▽
品
川

大
沢
真
一
（
５
・
２６
）

▽
北

や
ま
だ
加
奈
子
（
５
・
２６
）

▽
荒
川

斎
藤
泰
紀
（
５
・
２６
）

▽
江
戸
川

福
本
光
浩
（
５
・
２６
）

▽
高
槻

灰
垣
和
美
（
５
・
２６
）

【
４
面
ヘ
続
く
】
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▽
守
口

立
住
雅
彦
（
５
・
２６
）

▽
和
歌
山

尾
�
方
哉
（
５
・
２７
）

▽
文
京

白
石
英
行
（
５
・
２８
）

▽
春
日
部

中
川

朗
（
５
・
２８
）

▽
石
狩

伊
藤
一
治
（
５
・
２９
）

▽
花
巻

小
原
雅
道
（
５
・
２９
）

▽
足
立

高
山
の
ぶ
ゆ
き
（
５
・
２９
）

▽
成
田

伊
藤
竹
夫
（
５
・
２９
）

▽
西
予

藤
井
朝
廣
（
５
・
２９
）

▽
知
多

勝
崎
泰
生
（
６
・
１
）

▽
さ
ぬ
き

多
田
泰
宏
（
６
・
１
）

▽
秩
父

笠
原
宏
平
（
６
・
２
）

▽
加
西

三
宅
利
弘
（
６
・
２
）

▽
栗
東

藤
田
啓
仁
（
６
・
３
）

▼
副
議
長

▽
さ
い
た
ま

小
森
谷
優
（
５
・
１
）

▽
朝
倉

柴
山
恭
子
（
５
・
１
）

▽
桜
井

阪
口

豊
（
５
・
７
）

▽
太
宰
府

陶
山
良
尚
（
５
・
７
）

▽
杵
築

藤
本
治
郎
（
５
・
７
）

▽
砂
川

水
島
美
喜
子
（
５
・
８
）

▽
大
和

吉
澤

弘
（
５
・
８
）

▽
鶴
ヶ
島

�
橋
剣
二
（
５
・
８
）

▽
土
岐

�
井
由
美
子
（
５
・
８
）

▽
山
県

武
藤
孝
成
（
５
・
８
）

▽
大
野
城

白
石
重
成
（
５
・
８
）

▽
阿
久
根

岩
�
健
二
（
５
・
８
）

▽
駒
ヶ
根

加
治
木
今
（
５
・
１１
）

▽
大
町

岡

秀
子
（
５
・
１１
）

▽
白
岡

石
原
富
子
（
５
・
１１
）

▽
大
府

守
屋

孝
（
５
・
１１
）

▽
高
山

松
葉
晴
彦
（
５
・
１１
）

▽
宿
毛

山
戸

寛
（
５
・
１１
）

▽
八
女

大
坪
久
美
子
（
５
・
１１
）

▽
鹿
島

光
武

学
（
５
・
１１
）

▽
宇
佐

衛
藤
正
明
（
５
・
１１
）

▽
小
千
谷

田
中

淳
（
５
・
１２
）

▽
珠
洲

中
板
秀
一
郎
（
５
・
１２
）

▽
飯
田

木
下
容
子
（
５
・
１２
）

▽
諏
訪

奥
野

清
（
５
・
１２
）

▽
藤
沢

塚
本
昌
紀
（
５
・
１２
）

▽
み
ど
り

宮
�

武
（
５
・
１２
）

▽
熊
谷

小
林
一
貫
（
５
・
１２
）

▽
東
松
山

南

政
夫
（
５
・
１２
）

▽
狭
山

新
良
守
克
（
５
・
１２
）

▽
羽
島

山
田
紘
治
（
５
・
１２
）

▽
美
濃

森

福
子
（
５
・
１２
）

▽
大
東

大
束
真
司
（
５
・
１２
）

▽
福
知
山

田
渕
裕
二
（
５
・
１２
）

▽
小
野

小
林
千
津
子
（
５
・
１２
）

▽
大
和
高
田

萬
津
力
則
（
５
・
１２
）

▽
三
原

陶

範
昭
（
５
・
１２
）

▽
筑
後

田
中
親
彦
（
５
・
１２
）

▽
大
川

吉
川
一
寿
（
５
・
１２
）

▽
春
日

竹
下
尚
志
（
５
・
１２
）

▽
多
久

飯
守
康
洋
（
５
・
１２
）

▽
合
志

坂
本
武
人
（
５
・
１２
）

▽
中
津

今
井
義
人
（
５
・
１２
）

▽
津
久
見

吉
良
康
道
（
５
・
１２
）

▽
名
寄

佐
藤

靖
（
５
・
１３
）

▽
北
斗

寺
澤
十
郎
（
５
・
１３
）

▽
砺
波

川
岸

勇
（
５
・
１３
）

▽
輪
島

西

恵
（
５
・
１３
）

▽
茅
野

小
池
賢
保
（
５
・
１３
）

▽
三
鷹

岩
見
大
三
（
５
・
１３
）

▽
多
摩

遠
藤
め
い
子
（
５
・
１３
）

▽
綾
瀬

佐
竹
百
里
（
５
・
１３
）

▽
鹿
嶋

西
塚
保
男
（
５
・
１３
）

▽
真
岡

星
野

守
（
５
・
１３
）

▽
日
高

鈴
木
健
夫
（
５
・
１３
）

▽
千
葉

白
鳥

誠
（
５
・
１３
）

▽
藤
枝

遠
藤

孝
（
５
・
１３
）

▽
犬
山

三
浦
知
里
（
５
・
１３
）

▽
宝
�

伊
福
義
治
（
５
・
１３
）

▽
松
江

森
脇
幸
好
（
５
・
１３
）

▽
井
原

西
田
久
志
（
５
・
１３
）

▽
東
広
島

鈴
木
利
宏
（
５
・
１３
）

▽
田
川

佐
藤
俊
一
（
５
・
１３
）

▽
長
崎

西
田
み
の
ぶ
（
５
・
１３
）

▽
熊
本

藤
岡
照
代
（
５
・
１３
）

▽
水
俣

谷
口
眞
次
（
５
・
１３
）

▽
別
府

野
上
泰
生
（
５
・
１３
）

▽
日
向

黒
木
高
広
（
５
・
１３
）

▽
稚
内

鈴
木
茂
行
（
５
・
１４
）

▽
三
笠

儀
惣
淳
一
（
５
・
１４
）

▽
歌
志
内

湯
浅
礼
子
（
５
・
１４
）

▽
富
良
野

天
日
公
子
（
５
・
１４
）

▽
登
別

辻

弘
之
（
５
・
１４
）

▽
喜
多
方

渡
部
勇
一
（
５
・
１４
）

▽
稲
城大

久
保
も
り
ひ
さ
（
５
・
１４
）

▽
伊
勢
原

安
藤
玄
一
（
５
・
１４
）

▽
結
城

秋
元

昇
（
５
・
１４
）

▽
常
総

中
村
博
美
（
５
・
１４
）

▽
富
岡

大
塚
利
勝
（
５
・
１４
）

▽
行
田

石
井
直
彦
（
５
・
１４
）

▽
鴻
巣

潮
田
幸
子
（
５
・
１４
）

▽
館
山

本
多
成
年
（
５
・
１４
）

▽
木
更
津

白
坂
英
義
（
５
・
１４
）

▽
白
井

幸
正
純
治
（
５
・
１４
）

▽
山
武

越
川

哲
（
５
・
１４
）

▽
名
古
屋小

川
と
し
ゆ
き
（
５
・
１４
）

▽
瀬
戸

中
川
昌
也
（
５
・
１４
）

▽
半
田

澤
田

勝
（
５
・
１４
）

▽
津
島

西
山
良
夫
（
５
・
１４
）

▽
蒲
郡

広
中
昇
平
（
５
・
１４
）

▽
江
南

森
ケ
イ
子
（
５
・
１４
）

▽
北
名
古
屋

松
田

功
（
５
・
１４
）

▽
鈴
鹿

市
川
哲
夫
（
５
・
１４
）

▽
木
津
川

�
味
孝
之
（
５
・
１４
）

▽
近
江
八
幡

平
井
�
治
（
５
・
１４
）

▽
大
和
郡
山

北
門
勇
気
（
５
・
１４
）

▽
生
駒

桑
原
義
隆
（
５
・
１４
）

▽
宇
陀

勝
井
太
郎
（
５
・
１４
）

▽
橋
本

土
井
裕
美
子
（
５
・
１４
）

▽
岡
山

小
林
寿
雄
（
５
・
１４
）

▽
福
山

神
原
孝
已
（
５
・
１４
）

▽
久
留
米

森
多
三
郎
（
５
・
１４
）

▽
苫
小
牧

木
村

司
（
５
・
１５
）

▽
赤
平

五
十
嵐
美
知
（
５
・
１５
）

▽
伊
達
（
北
海
道
）

阿
部
正
明
（
５
・
１５
）

▽
金
沢

森

一
敏
（
５
・
１５
）

▽
福
生

原
田

剛
（
５
・
１５
）

▽
武
蔵
村
山

�
橋
弘
志
（
５
・
１５
）

▽
横
須
賀

青
木
秀
介
（
５
・
１５
）

▽
小
田
原

俵
鋼
太
郎
（
５
・
１５
）

▽
南
足
柄

岡
本
俊
之
（
５
・
１５
）

▽
川
越

関
口

勇
（
５
・
１５
）

▽
羽
生

根
岸
義
男
（
５
・
１５
）

▽
銚
子

釜
谷
藤
男
（
５
・
１５
）

▽
印
西

橋
本
和
治
（
５
・
１５
）

▽
浜
松

渥
美

誠
（
５
・
１５
）

▽
三
島

鈴
木
文
子
（
５
・
１５
）

▽
富
士
宮

諸
星
孝
子
（
５
・
１５
）

▽
磐
田

鈴
木
喜
文
（
５
・
１５
）

▽
掛
川

鈴
木
正
治
（
５
・
１５
）

▽
豊
橋

田
中
敏
一
（
５
・
１５
）

▽
一
宮

和
田
彌
一
郎
（
５
・
１５
）

▽
春
日
井

長
縄
典
夫
（
５
・
１５
）

▽
碧
南

三
島

博
（
５
・
１５
）

▽
豊
田

日
惠
野
雅
俊
（
５
・
１５
）

▽
豊
明

杉
浦
光
男
（
５
・
１５
）

▽
あ
ま

倉
橋

博
（
５
・
１５
）

▽
鳥
羽

井
村
行
夫
（
５
・
１５
）

▽
中
津
川

大
堀
寿
延
（
５
・
１５
）

▽
泉
大
津

林

哲
二
（
５
・
１５
）

▽
富
田
林

草
尾
勝
司
（
５
・
１５
）

▽
京
田
辺

櫻
井
立
志
（
５
・
１５
）

▽
大
津

伴

孝
昭
（
５
・
１５
）

▽
明
石

三
好

宏
（
５
・
１５
）

▽
た
つ
の

永
富

靖
（
５
・
１５
）

▽
三
木

堀

元
子
（
５
・
１５
）

▽
高
松

森
谷
忠
造
（
５
・
１５
）

▽
新
居
浜

伊
藤
謙
司
（
５
・
１５
）

▽
札
幌

恩
村
一
郎
（
５
・
１８
）

▽
小
浜

藤
田
善
平
（
５
・
１８
）

▽
松
本

近
藤
晴
彦
（
５
・
１８
）

▽
岡
谷

八
木
敏
郎
（
５
・
１８
）

▽
台
東

堀
越
秀
生
（
５
・
１８
）

▽
世
田
谷

諸
星
養
一
（
５
・
１８
）

▽
杉
並

横
山
え
み
（
５
・
１８
）

▽
日
立

青
木
俊
一
（
５
・
１８
）

▽
牛
久

尾
野
政
子
（
５
・
１８
）

▽
高
崎

田
角
悦
恭
（
５
・
１８
）

▽
太
田

木
村
康
夫
（
５
・
１８
）

▽
深
谷

武
井
伸
一
（
５
・
１８
）

▽
和
光

齊
藤
秀
雄
（
５
・
１８
）

▽
北
本

滝
瀬
光
一
（
５
・
１８
）

▽
習
志
野

伊
藤

寛
（
５
・
１８
）

▽
勝
浦

佐
藤
啓
史
（
５
・
１８
）

▽
鎌
ケ
谷

泉
川
洋
二
（
５
・
１８
）

▽
浦
安

西
川
嘉
純
（
５
・
１８
）

▽
熱
海

金
森
和
道
（
５
・
１８
）

▽
袋
井

大
場
正
昭
（
５
・
１８
）

▽
尾
張
旭

片
渕
卓
三
（
５
・
１８
）

▽
高
浜

杉
浦
辰
夫
（
５
・
１８
）

▽
日
進

小
屋
登
美
子
（
５
・
１８
）

▽
み
よ
し

塚
本
克
彦
（
５
・
１８
）

▽
四
日
市

諸
岡

覚
（
５
・
１８
）

▽
熊
野

和
田
い
く
子
（
５
・
１８
）

▽
池
田

小
林
義
典
（
５
・
１８
）

▽
寝
屋
川

山
�
菊
雄
（
５
・
１８
）

▽
高
石

寺
島

誠
（
５
・
１８
）

▽
大
阪
狭
山

�
村

賢
（
５
・
１８
）

▽
京
都

大
道
義
知
（
５
・
１８
）

▽
姫
路

坂
本

学
（
５
・
１８
）

▽
相
生

宮
艸
真
木
（
５
・
１８
）

▽
天
理

東
田
匡
弘
（
５
・
１８
）

▽
玉
野

藤
原
仁
子
（
５
・
１８
）

▽
広
島

沖
宗
正
明
（
５
・
１８
）

▽
徳
島

梶
原
一
哉
（
５
・
１８
）

▽
坂
出

大
藤
匡
文
（
５
・
１８
）

▽
伊
予

谷
本
勝
俊
（
５
・
１８
）

▽
飯
塚

松
延
隆
俊
（
５
・
１８
）

▽
佐
世
保

林

健
二
（
５
・
１８
）

▽
日
田

古
田
京
太
郎
（
５
・
１８
）

▽
小
林

福
本
誠
作
（
５
・
１８
）

▽
江
別

干
場
芳
子
（
５
・
１９
）

【
３
面
か
ら
続
く
】

【
５
面
ヘ
続
く
】
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▽
恵
庭

野
沢
宏
紀
（
５
・
１９
）

▽
八
戸

古
舘
傳
之
助
（
５
・
１９
）

▽
黒
石

工
藤
俊
広
（
５
・
１９
）

▽
山
形

斎
藤
武
弘
（
５
・
１９
）

▽
米
沢

小
久
保
広
信
（
５
・
１９
）

▽
寒
河
江

杉
沼
孝
司
（
５
・
１９
）

▽
長
井

五
十
嵐
智
洋
（
５
・
１９
）

▽
新
潟

渡
辺
和
光
（
５
・
１９
）

▽
糸
魚
川

渡
辺
重
雄
（
５
・
１９
）

▽
八
王
子

小
林
鈴
子
（
５
・
１９
）

▽
青
梅

鴻
井
伸
二
（
５
・
１９
）

▽
昭
島

稲
垣
米
子
（
５
・
１９
）

▽
東
村
山

伊
藤
真
一
（
５
・
１９
）

▽
国
立

中
川
喜
美
代
（
５
・
１９
）

▽
狛
江

田
中
智
子
（
５
・
１９
）

▽
東
久
留
米

原

紀
子
（
５
・
１９
）

▽
羽
村

濱
中
俊
男
（
５
・
１９
）

▽
相
模
原

大
沢
洋
子
（
５
・
１９
）

▽
平
塚

端

文
昭
（
５
・
１９
）

▽
三
浦

小
林
直
樹
（
５
・
１９
）

▽
都
留

藤
江
喜
美
子
（
５
・
１９
）

▽
古
河

生
沼

繁
（
５
・
１９
）

▽
石
岡

岡
野
孝
男
（
５
・
１９
）

▽
龍
ケ
崎

山
宮
留
美
子
（
５
・
１９
）

▽
筑
西

真
次
洋
行
（
５
・
１９
）

▽
小
山

角
田
良
博
（
５
・
１９
）

▽
矢
板

中
村
有
子
（
５
・
１９
）

▽
桐
生

小
滝
芳
江
（
５
・
１９
）

▽
藤
岡

橋
本
新
一
（
５
・
１９
）

▽
安
中

今
井
敏
博
（
５
・
１９
）

▽
川
口

石
橋
俊
伸
（
５
・
１９
）

▽
所
沢

大
�
隆
行
（
５
・
１９
）

▽
蓮
田

山
口
京
子
（
５
・
１９
）

▽
幸
手

小
林
順
一
（
５
・
１９
）

▽
ふ
じ
み
野

西

和
彦（
５
・
１９
）

▽
富
士

米
山
享
範
（
５
・
１９
）

▽
岸
和
田

河
合

馨
（
５
・
１９
）

▽
貝
�

松
波
謙
太
（
５
・
１９
）

▽
枚
方

野
村
生
代
（
５
・
１９
）

▽
八
尾

谷
沢
千
賀
子
（
５
・
１９
）

▽
四
條
畷

島

弘
一
（
５
・
１９
）

▽
宇
治

坂
本
優
子
（
５
・
１９
）

▽
伊
丹

佐
藤
良
憲
（
５
・
１９
）

▽
新
宮

田
花

操
（
５
・
１９
）

▽
福
岡

石
田
正
明
（
５
・
１９
）

▽
大
牟
田

平
山
伸
二
（
５
・
１９
）

▽
古
賀

清
原
哲
史
（
５
・
１９
）

▽
伊
万
里

多
久
島
繁
（
５
・
１９
）

▽
人
吉

仲
村
勝
治
（
５
・
１９
）

▽
宮
崎

一
ノ
�
良
尚
（
５
・
１９
）

▽
延
岡

稲
田
雅
之
（
５
・
１９
）

▽
日
南

中
尾
貞
美
（
５
・
１９
）

▽
弘
前

小
山
内
司
（
５
・
２０
）

▽
大
館

藤
原

明
（
５
・
２０
）

▽
新
庄

石
川
正
志
（
５
・
２０
）

▽
敦
賀

別
所

治
（
５
・
２０
）

▽
武
蔵
野

小
美
濃
安
弘
（
５
・
２０
）

▽
甲
府

兵
道
顕
司
（
５
・
２０
）

▽
宇
都
宮

小
林
紀
夫
（
５
・
２０
）

▽
足
利

栗
原

収
（
５
・
２０
）

▽
船
橋

松
嵜
裕
次
（
５
・
２０
）

▽
富
里

鈴
木
英
�
（
５
・
２０
）

▽
門
真

中
道

茂
（
５
・
２０
）

▽
城
陽

土
居
一
豊
（
５
・
２０
）

▽
八
幡

岡
田
秀
子
（
５
・
２０
）

▽
彦
根

矢
吹
安
子
（
５
・
２０
）

▽
笠
岡

仁
科
文
秀
（
５
・
２０
）

▽
尾
道

山
戸
重
治
（
５
・
２０
）

▽
呉

片
岡
慶
行
（
５
・
２０
）

▽
宇
部

猶

克
実
（
５
・
２０
）

▽
荒
尾

安
田
康
則
（
５
・
２０
）

▽
函
館

小
山
直
子
（
５
・
２１
）

▽
上
山

長
澤
長
右
衛
門
（
５
・
２１
）

▽
長
岡

藤
井
達
徳
（
５
・
２１
）

▽
小
金
井

斎
藤
康
夫
（
５
・
２１
）

▽
清
瀬

西
上
た
だ
し
（
５
・
２１
）

▽
富
士
吉
田

桑
原
守
雄
（
５
・
２１
）

▽
越
谷

島
田
玲
子
（
５
・
２１
）

▽
沼
津

植
松
恭
一
（
５
・
２１
）

▽
堺

宮
本
恵
子
（
５
・
２１
）

▽
小
樽

高
橋
克
幸
（
５
・
２２
）

▽
秋
田

石
塚
秀
博
（
５
・
２２
）

▽
柏
崎

真
貝
維
義
（
５
・
２２
）

▽
小
平

滝
口
幸
一
（
５
・
２２
）

▽
国
分
寺

木
島
た
か
し
（
５
・
２２
）

▽
新
宿

有
馬
と
し
ろ
う
（
５
・
２２
）

▽
目
黒

い
い
じ
ま
和
代
（
５
・
２２
）

▽
大
田
（
東
京
）

松
本
洋
之
（
５
・
２２
）

▽
中
野
（
東
京
）

白
井
ひ
で
ふ
み
（
５
・
２２
）

▽
板
橋

小
林
公
彦
（
５
・
２２
）

▽
岐
阜

松
原
和
生
（
５
・
２２
）

▽
大
阪

木
下
�
信
（
５
・
２２
）

▽
豊
中

松
岡
信
道
（
５
・
２２
）

▽
宍
粟

伊
藤
一
郎
（
５
・
２２
）

▽
新
発
田

比
企
広
正
（
５
・
２５
）

▽
豊
島

辻

薫
（
５
・
２５
）

▽
川
崎

菅
原

進
（
５
・
２５
）

▽
加
須

酒
巻
ふ
み
（
５
・
２５
）

▽
藤
井
寺

片
山
敬
子
（
５
・
２５
）

▽
筑
紫
野

�
原
良
視
（
５
・
２５
）

▽
加
茂

森
山
一
理
（
５
・
２６
）

▽
福
井

石
丸
浜
夫
（
５
・
２６
）

▽
千
代
田

河
合
良
郎
（
５
・
２６
）

▽
中
央
（
東
京
）

石
田
英
朗
（
５
・
２６
）

▽
港

近
藤
ま
さ
子
（
５
・
２６
）

▽
品
川

浅
野
ひ
ろ
ゆ
き
（
５
・
２６
）

▽
北

青
木
博
子
（
５
・
２６
）

▽
荒
川

保
坂
正
仁
（
５
・
２６
）

▽
江
戸
川

中
道

貴
（
５
・
２６
）

▽
高
槻

野
々
上
愛
（
５
・
２６
）

▽
守
口

福
西
寿
光
（
５
・
２６
）

▽
和
歌
山

松
井
紀
博
（
５
・
２７
）

▽
文
京

松
丸
昌
史
（
５
・
２８
）

▽
春
日
部

鬼
丸
裕
史
（
５
・
２８
）

▽
流
山

青
野

直
（
５
・
２８
）

▽
石
狩

長
原
徳
治
（
５
・
２９
）

▽
花
巻

藤
原
晶
幸
（
５
・
２９
）

▽
足
立

渕
上

隆
（
５
・
２９
）

▽
栃
木

入
野
登
志
子
（
５
・
２９
）

▽
成
田

小
山

昭
（
５
・
２９
）

▽
西
予

兵
頭

学
（
５
・
２９
）

▽
知
多

荻
田
信
孝
（
６
・
１
）

▽
さ
ぬ
き

江
村
信
介
（
６
・
１
）

▽
秩
父

松
澤
一
雄
（
６
・
２
）

▽
加
西

土
本
昌
幸
（
６
・
２
）

▽
吹
田

吉
瀬
武
司
（
６
・
３
）

▽
栗
東

寺
田
範
雄
（
６
・
３
）

【
４
面
か
ら
続
く
】

【２０１５年６月号】
特集：いま、問われる地方議会の

かたち
巻頭言：夢幻に終わった「大阪都」

構想 大森 彌
・いま、議員に求められるもの

青山彰久
・行財政縮小時代と自治体議会

林 宜嗣
・これからの議会改革に問われる
もの 廣瀬克哉

・「議会力」アップの必要性と課
題 江藤俊昭

・統一地方選挙に見た無投票選挙
の実態と低投票率 牛山久仁彦
・地方議会における「女性活躍」は
どこまで進んだか 大木直子
・地方政治が、若者の政治への関
心の鍵である� 原田謙介

◇教養講座◇
地方議員が開く「政策の窓」

牧瀬 稔

株式会社

中央文化社
ご注文・問い合わせは
TEL ０３‐３２６４‐２５２０ 又は FAX ０３‐３２６４‐２８６７
URL http://chuoubunkasha.web.fc2.com/

Ａ�版・６８頁（７２頁）・定価７５２円（年間購読料９，０２４円）

議員研修誌 月刊 地方議会人
共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会
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ポイント

ポイント

全
国
市
議
会
議
員
互
助
会
は
、

全
国
の
市
議
会
議
員
の
相
互
の
交

流
親
睦
を
深
め
、
相
互
扶
助
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
現
在
、
任
意

加
入
の
保
険
と
し
て
、
傷
害
総
合

保
険
の
「
全
国
市
議
会
議
員
団
体

補
償
制
度
」
と
疾
病
や
け
が
に
よ

る
入
院
・
手
術
を
補
償
す
る
「
全

国
市
議
会
議
員
医
療
保
険
制
度
」

の
２
つ
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。今

回
は
、
来
る
平
成
２７
年
８
月

１
日
か
ら
保
険
期
間
を
更
新
す
る

「
全
国
市
議
会
議
員
団
体
補
償
制

度
」
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。本

制
度
は
、
市
議
会
議
員
の
皆

さ
ま
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加

入
で
き
る
制
度
で
す
。
加
入
に
際

し
、
医
師
の
審
査
は
不
要
で
、
特

段
の
申
し
出
が
な
い
限
り
、
翌
年

度
以
降
も
自
動
更
新
い
た
し
ま
す
。

保
険
期
間
は
毎
年
８
月
１
日
か

ら
の
１
年
間
で
、
中
途
加
入
も
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

２６
年
８
月
１
日
か
ら
新
た
に
夫

婦
型
を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。
議

員
の
方
が
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

配
偶
者
の
方
も
補
償
さ
れ
ま
す
。

本
制
度
に
継
続
し
て
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
８
月
１
日
補
償
開
始

時
（
契
約
更
新
時
）
の
み
夫
婦
型

に
変
更
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
議

員
を
退
職
さ
れ
る
方
で
、
保
険
契

約
の
継
続
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

引
き
続
き
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

本
制
度
は
日
常
生
活
に
お
け
る

け
が
の
補
償
と
賠
償
の
補
償
が
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

け
が
の
補
償
は
、
日
本
国
内
・

海
外
問
わ
ず
、
通
勤
途
上
、
公
務

中
、
家
庭
内
、
職
場
内
、
旅
行
中

な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
あ
ら

ゆ
る
け
が
の
補
償
を
い
た
し
ま
す
。

地
震
や
津
波
な
ど
の
天
災
事
故
も

補
償
し
て
お
り
ま
す
。

賠
償
の
補
償
は
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
配
偶
者
や
同
居
の
親
族
等

も
補
償
し
て
お
り
ま
す
。
日
常
生

活
に
お
い
て
、
本
人
ま
た
は
そ
の

家
族
が
、
他
人
を
け
が
さ
せ
た
り
、

他
人
の
財
物
を
壊
し
た
り
し
た
こ

と
に
よ
り
、
法
律
上
の
賠
償
責
任

を
負
っ
た
と
き
、
そ
の
損
害
額
を

支
払
う
保
険
で
す
。

保
険
料
は
年
齢
に
関
係
な
く
、

個
人
型
は
月
額
３
７
０
０
円
、
夫

婦
型
は
月
額
６
０
０
０
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
、
本
人
型

・
夫
婦
型
そ
れ
ぞ
れ
の
補
償
金
額

が
一
部
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

本
制
度
は
議
員
の
皆
さ
ま
の
福

利
厚
生
制
度
で
あ
り
、
一
般
の
保

険
に
加
入
す
る
よ
り
も
有
利
な
保

険
料
・
補
償
範
囲
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
２７

年
６
月
１７
日
付
け
に
て
各
市
議
会

事
務
局
に
送
付
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
資
料
請
求
は
無
料
で
す
の
で
、

全
国
市
議
会
議
長
会
・
全
国
市
議

会
議
員
互
助
会
ま
で
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
（
�
０
３
―
３
２

６
２
―
５
２
３
３
）
。

今年度割引率が２４％（※）になりましたので補償
金額が一部拡大しています！（保険料の変更
はございません）

昨年度より夫婦型を新設！配偶者も保険の対
象になります！
（※）団体割引２０％、過去の損害率による割引５％

ご案内

全全
国国
市市
議議
会会
議議
員員

団団
体体
補補
償償
制制
度度
全国市議会
議員互助会

制度の特長補償の対象となる場合（例えば次の場合、補償の対象となります。）
全国市議会議員団体補償制度の概要

特長１

特長２

特長３

特長４

特長５

特長６

特長７

議員退職者の継続加入も可能�

公務中のケガだけでなく日常生活のケガまで、
２４時間の安心補償！

保険料３，７００円／月で３，０００万円の大きな補償！

ケガによる入院も１２，０００円／日の定額補償！

個人賠償責任も１億円まで補償！（家族も対象）

加入手続が簡単！（医師の診査不要）

中途加入も随時受付！
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